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携帯無線端末を村象としたビデオストリ-ミングでは,ビデオのエンコ-ド,配

送,デコ-ド,描画等により,端末,および配信ネットワ-ク上で多くの資源を

消費するため,高品質のサ-ビスを実現するためには,これらの資源に対する制

約を考慮した配信技術が不可欠である.本論文では,携帯無線端末を対象とした

ビデオストリ-ミングにおいて,端末,および配信ネットワ-ク上の資源制約を

考慮するためのQoS適応手法について論じたものである.本論文は大きく以下の

こつの提案を行っている.

1)端末のバッテリ制約を考慮するための省電カビデオストリ-ミング手法を

提案している.提案手法は,トランスコ-ドによるビデオの低品質化,およびバ

ルク転送による無線デバイスの稼動時間の削減により,ビデオの再生に要するバ

ツテリ量を削減する.また,省電力化の度合いを,ユ-ザが指定した再生希望時

間,使用バッテリ量,および動画の各種品質項目に村する重要度に従って制御す

ることを可能とする.実機を使用した実験により,提案している省電力化手法が,

ビデオ再生におけるバッテリ持続時間を大きく延長できること,また,十分な精

度で再生希望時間を満足するよう,バッテリ持続時間を制御できることを示して
いる.

2)配信ネットワ-クの計算資源,ネットワ-ク資源制約を考慮するための,

リソ-ス効率のよいビデオマルチキヤスト手法を提案している.提案手法は,多

数の携帯端末がそれぞれ異なった品質のビデオを要求する環境において,配信ネ

ツトワ-クを構成する複数のプロキシサ-バ上でトランスコ-ドサ-ビスを実行

することで,サ-バからのビデオをユ-ザの要求に応じて様々な品質に変換して

配信する.このとき,配信ネットワ-ク上の消費リソ-ス量を最小化するマルチ

キヤスト配送経路を求めるための,ヒュ-リステイツクアルゴリズムを考案して

いる.実験により,提案手法は,実用的な時間内で計算資源とネットワ-ク資源

の両方を同時に最小化するマルチキヤスト配送経路を求められることが示されて

いる.
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(論文審査結果の要旨)

本論文は,携帯無線端末を対象としたビデオストリ-ミングにおいて,端末および配

信ネットワ-ク上での資源制約を考慮するためのQoS適応手法を提案するものである.

本論文の主な研究成呆は以下の二点に要約される.

1)端末のバッテリ制約を考慮するための,省電カビデオストリ-ミング手法を提

案している.提案手法は,特別なハ-ドウェアを用いることなく,アプリケ-ションレ

ベルでの省電力化を実硯し,端末毎のバッテリ消費特性の違いについても,端末固有の

走数値をあらかじめ簡便な方法で測定しておくことで対応できる方式となっており汎

用性が高い.実機を使用した実験により,提案している省電力化手法が,ビデオ再生に

おけるバッテリ持続時間を大きく延長できること,また,十分な精度で再生希望時間を

満足するようバッテリ持続時間を制御できることが示されている.

2)配信ネットワ-クの計算資源,ネットワ-ク資源制約を考慮した,リソ-ス効

率のよいビデオマルチキヤスト手法を提案している.提案手法は,端末毎の性能差に応

じた様々な品質のビデオ要求に対し,プロキシサ-バ上でのオンライントランスコ-ド

による品質変換を行っており,従来型のあらかじめ数種類の品質を用意しておく方式に

比べ,よりユ-ザの要求に近いビデオを配信可能である.また,配信ネットワ-ク上の

消費リソ-ス量を最小化するマルチキヤスト配送経路を求めるヒュ-リステイツクア

ルゴリズムを考案しており,実験から,本アルゴリズムが実用的な時間内で計算資源と

ネットワ-ク資源の両方を同時に最小化するマルチキヤスト配送経路を求められるこ

とが示されている.

これら本論文で提案されているQoS適応手法は,携帯端末を対象としたビデオストリ

-ミングサ-ビスの実硯において解決すべき重要な間題に対処しており,新規性が高く,

かつ実用的であり,マルチメデイア研究の発展において高い貢献があると評価する.

よって,本論文は,博士(工学)の学位論文として価値あるものと認める.


